
虜

’
「

（
1
2
）
国
罫
。
げ
幾
伽
年
代
記
H
回
ε
の
條

（
1
3
）
〈
ぎ
潤
。
霞
δ
二
く
呂
調

（
4
工
）
≦
宣
鵠
⑦
舞
凶
9
H
く
九
節

（
1
5
）
鉾
歪
鰻
徽
年
代
瓢
畿
8
の
條

（
1
6
）
些
昏
魯
鍵
叡
年
代
記
＝
o
塁
の
縢

（
1
7
）
国
算
Φ
ぎ
益
年
代
認
旨
0
0
の
條

（
1
8
）
＜
ぎ
一
同
。
・
三
二
署
、
＋
一
品
　
　
　
　
　
．

（
1
9
）
図
葬
。
冨
識
年
代
認
疑
9
黒
星
轟
の
條

（
0
2
）
肇
葺
①
ξ
鼠
年
代
記
置
。
ひ
ジ
臆
慧
の
條
及
く
津
p
切
象
甑
9
H
く
十
二
飾
ド

（
2
1
）
＜
ぎ
簿
竃
。
口
く
＋
三
節

（
2
2
）
劃
乙
（
多
錠
島
年
代
謡
固
δ
α
の
慷

（
2
3
）
＜
ぎ
揖
。
葺
。
二
く
十
三
笛

（
2
4
（
〈
ぽ
り
冨
嵩
§
H
＜
十
三
餓
・

（
2
5
）
国
算
魯
p
艮
年
代
雛
h
8
③
の
條
診

（
2
6
）
≦
宣
嵩
①
蝕
。
ご
く
十
三
顛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

（
2
7
）
穿
鑓
鰻
噺
年
代
舷
門
8
し
戸
葭
あ
條

（
2
s
）
¢
演
。
び
§
～
0
3
。
｝
「
含
脅
暑
島
・
隊
駐
⑦
旨
。
謬
罠
・
ω
・
φ
撲
③

雑

纂

プ

考
古
學
　
の
　
栞

　
・
第
三
章
　
調
竃
害
意
掘

　
　
　
胤
、
調
査
記
銀
の
方
法
（
一
）

三
〇
、
考
古
學
研
究
の
第
一
歩
は
研
究
の
資
料
樹
象
を

第
三
巻
　
難
纂
　
考
．
賓
學
の
栞

（
第
四
回
）文
學
士
海

田

耕

作

調
査
記
録
す
る
に
在
り
。
此
の
方
法
を
大
別
し
て
（
一
）
爲

眞
模
造
等
に
よ
る
器
械
鮒
複
製
、
バ
ニ
）
圖
寓
測
量
等
に
よ
．

る
記
録
及
び
（
三
）
文
書
に
よ
る
記
録
の
三
ご
な
す
。

第
四
號
　
　
　
一
　
出
師
川
　
（
山
ハ
四
九
）

、



第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
　
賓
　
學
　
の
　
栞

・
學
術
的
概
究
に
於
い
て
、
其
の
資
料
の
正
確
な
る
記
録

を
製
作
す
る
の
必
要
な
る
は
言
ふ
を
須
π
す
Q
而
か
も
考

古
學
は
常
に
三
間
的
外
延
を
有
す
る
物
質
的
費
料
を
研
究

の
謝
象
と
す
る
を
以
て
、
是
は
欝
欝
的
経
過
を
寵
書
す
る

に
適
写
せ
る
言
語
文
字
の
み
に
よ
り
て
は
．
到
底
完
全
に

記
録
す
る
こ
ご
能
は
す
。
悪
慣
同
書
等
同
じ
く
室
聞
的
外

延
を
有
す
る
も
の
に
よ
う
て
の
み
之
を
期
し
得
可
き
な

、
り
O

　
　
　
　
ゆ
　
ゆ

　
三
一
、
歳
事
　
器
戯
に
よ
る
複
製
的
記
録
の
中
最
も
重

要
な
る
を
爲
眞
ご
な
す
。
ミ
ハ
エ
ジ
ス
は
其
著
「
第
十
九

世
紀
に
於
け
る
考
古
學
的
書
見
し
（
屋
畠
器
き
出
・
。
訂
。
？

δ
㏄
凶
ω
畠
三
国
暮
窪
窪
鑓
μ
σ
q
①
三
コ
創
窪
お
需
ξ
餌
冨
9
一
ぜ
、
。
δ

に
於
て
、
近
世
考
古
異
進
歩
の
大
島
因
の
一
こ
し
て
学
徳

術
を
激
へ
だ
る
は
洵
に
以
あ
る
こ
ご
な
り
。
即
ち
謬
論
圖

叢
に
よ
る
複
製
以
外
に
其
の
精
確
の
度
を
加
へ
、
製
作
の

速
度
を
増
し
、
而
か
も
費
用
を
擁
す
る
こ
ご
幾
何
な
る
を

知
ら
す
。
殊
に
コ
ロ
タ
イ
プ
其
他
の
爲
眞
製
版
術
の
磯
朋

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
【
鞭
伽
　
　
　
一
ご
∩
V
　
（
山
ハ
五
〇
）

慮
用
は
報
告
書
の
体
裁
を
一
…
歯
し
、
遺
物
の
比
較
研
究
遺

跡
の
朕
態
の
保
存
に
青
紫
し
、
斯
學
の
普
及
に
與
り
て
カ

あ
る
．
考
古
學
研
究
皮
上
に
一
大
革
命
を
將
即
せ
り
ご
言

ふ
も
不
可
な
き
な
つ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
窮
眞
機
は
ソ
ン
ズ
の
翼
好
な
る
を
望
む
産
し
電
器
も
、
建
築
物
の
撮
影

　
等
を
主
ε
す
ろ
蕩
合
の
外
、
斜
角
ソ
ソ
ズ
を
用
み
る
の
要
な
し
。
暗
箱

　
　
三
脚
の
類
は
嚢
掘
及
探
検
的
族
行
に
際
し
て
に
、
特
に
頑
丈
な
る
木
製

　
　
の
も
の
を
宜
し
ミ
す
O
極
歳
は
「
カ
ン
ト
、
フ
イ
ル
ム
」
の
選
途
蓮
搬
に

　
輕
盤
に
し
て
且
つ
破
旗
の
憂
寛
き
に
粧
う
も
の
な
し
ぜ
難
も
、
薯
通
硝

　
子
乾
板
を
以
て
緯
濟
的
な
乃
　
般
方
法
こ
な
す
。

　
淫
心
の
大
さ
は
カ
ビ
ネ
形
を
最
別
便
寸
」
す
。
こ
れ
以
上
の
大
形
は
撮
影

　
困
難
嬉
し
て
直
門
家
以
外
の
も
の
・
使
用
に
適
¢
す
。
細
部
を
特
に
大

　
善
く
寓
す
霧
合
の
外
、
蓬
旧
離
よ
9
3
之
を
窺
す
を
以
て
、
影
穣
の
正
確
を

　
期
し
得
可
く
小
な
る
物
品
に
留
針
等
に
て
障
蟹
に
固
定
す
る
よ
り
も
、

　
細
砂
上
に
置
き
て
之
を
術
凱
亡
て
撮
影
ず
可
し
。

　
撮
影
に
際
し
て
其
の
罰
象
に
撞
歪
な
る
牝
粧
（
り
§
旨
σ
q
）
を
施
す
を
箭

　
要
ミ
す
。
例
へ
げ
【
陰
刻
ぜ
る
一
記
一
州
…
数
に
北
ハ
の
形
質
に
磨
じ
て
、
白
塾
若

　
し
く
は
柵
工
の
粉
宋
を
刻
線
中
に
摺
込
み
、
或
は
細
砂
を
振
り
か
く
る

　
等
の
方
油
あ
り
。
要
す
ろ
に
色
彩
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
強
く
し
、
物
象

　
を
明
確
に
映
出
せ
し
む
る
に
在
り
。
故
に
光
線
は
強
き
痘
窩
光
線
に
よ

．



　
「
“
陰
影
を
深
か
ら
し
む
る
聡
き
瘍
合
最
も
多
し
。
近
者
氣
球
飛
行
概
等

　
　
ふ
り
瀧
跡
を
鰐
期
し
、
プ
ラ
ン
を
浮
彫
的
に
示
ぜ
る
窮
暴
あ
η
〇
一
九

　
　
〇
〇
年
伊
太
利
羅
馬
の
フ
ナ
ラ
ム
の
遺
嵯
に
於
い
て
、
此
種
の
傭
腐
に

　
　
よ
り
月
ぎ
。
岳
紀
念
柱
附
近
の
敷
石
上
な
る
交
字
を
始
め
て
明
か
に
譜
…

　
　
む
ご
ε
を
得
れ
り
。
（
H
蒙
『
。
眞
切
。
ヨ
鷺
同
。
『
巳
昌
．
℃
●
同
お
）

　
　
　
　
　
ゆ
　
ぼ

　
三
二
、
拓
本
　
寓
眞
は
多
く
の
蕩
合
に
導
電
吻
の
縮
小

を
意
味
す
O
之
に
反
し
て
細
き
陰
刻
低
き
浮
彫
等
を
撫
養

に
複
製
す
る
の
便
法
は
柘
本
（
一
塁
び
ぎ
σ
Q
＞
に
若
ぐ
は
無
し
○

是
は
支
那
に
於
い
て
ば
少
く
ご
も
唐
代
よ
り
存
在
し
π
る

も
、
西
洋
に
於
い
て
は
其
の
方
法
今
に
至
り
て
完
全
な
る

、
登
達
を
見
ざ
み
は
紙
及
墨
汁
の
關
係
に
由
る
な
る
為
し
り

写
本
は
其
の
迅
速
ご
維
濟
的
な
る
縮
に
於
い
て
爲
眞
を
凌

駕
す
ご
難
も
、
．
正
確
其
他
の
諸
識
に
敏
く
る
所
あ
り
。
從

來
東
洋
．
の
考
古
尊
者
は
軍
へ
に
此
方
法
を
賞
用
せ
し
も
、

・
吾
人
ば
柘
本
は
爲
眞
の
補
助
ご
し
て
謬
れ
を
用
み
る
の
程

度
だ
ら
し
む
る
の
畳
悟
を
要
す
。
拓
本
に
の
み
依
擦
す
る

考
古
學
は
畢
肉
醤
式
考
古
學
の
議
を
免
れ
ざ
る
可
し
9

　
　
拓
本
の
方
法
に
二
糧
あ
り
。
乾
拓
法
及
永
拓
法
是
れ
な
り
。
葡
者
は
後

　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
　
　
第
．
三
、
巻
　
　
、
雑
纂
　
　
考
　
古
學
　
の
　
栞

　
春
よ
り
輕
便
菰
る
も
写
影
の
明
瞭
を
幽
く
。
れ
ド
水
回
に
適
ぜ
ざ
る
物

　
口
㎜
及
迅
噛
迷
を
要
す
る
僚
窮
合
に
、
之
を
用
ゆ
’
べ
吾
」
録
一
り
。
　
叉
ρ
れ
拓
本
は
物
口
㎜

　
を
殿
損
す
ろ
こ
ミ
あ
ろ
を
以
て
、
藻
め
細
心
な
る
沈
意
を
怠
る
可
か
ら

　
す
。
乾
拓
法
に
は
簿
墾
濃
紙
等
の
彊
弩
あ
ろ
紙
を
用
ゐ
、
水
拓
法
に
に

　
麿
靴
白
舐
叢
書
紙
単
管
等
を
用
み
る
。
物
品
の
大
小
繕
粗
に
よ
瞬
紙
の

・
　
厚
簿
地
質
を
選
む
可
し
、
叉
六
拓
本
用
の
タ
ン
ポ
大
小
精
糧
各
種
を
田
川

　
塾
す
ろ
を
要
す
O
墨
ほ
普
逓
の
硯
盤
開
明
墨
港
の
外
野
印
肉
を
精
製
し

　
　
宏
る
油
墨
を
使
用
す
ろ
を
便
亡
す
。
三
々
亘
大
な
る
物
象
は
始
め
よ
纏

　
　
紙
を
切
り
て
之
を
拓
ち
、
後
連
績
煙
む
む
可
く
，
飯
粒
ビ
ン
膏
輕
等
を

　
　
以
て
紙
隅
を
固
定
ぜ
し
む
る
の
用
意
を
怠
る
可
か
．
ら
す
。

　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
　
　
ぼ
　
け
　
き

　
三
三
、
紙
型
石
蕾
型
等
浮
彫
及
陰
刻
の
類
は
叉
セ
紙

型
（
雰
も
2
し
∩
ρ
器
①
N
。
）
封
蝋
身
デ
リ
ン
グ
、
芸
ポ
ジ
シ

ョ
ン
し
粘
土
錫
箔
等
に
よ
り
て
型
を
取
り
、
之
に
石
膏
を

溶
博
し
て
複
製
を
作
る
を
得
遅
し
。
蘇
に
泉
貨
は
之
を
原

物
よ
う
も
、
錫
箔
型
よ
り
製
せ
る
模
本
よ
り
撮
影
す
る
を

以
て
、
陰
影
の
均
一
を
得
る
に
宜
し
き
を
以
て
、
西
洋
考

古
學
者
の
常
に
愛
用
す
る
庚
な
り
。
又
把
九
彫
り
其
他
の

物
品
の
複
製
は
、
粘
土
寒
天
ぜ
ジ
チ
ソ
等
の
型
に
よ
軌
て

石
膏
を
以
て
製
す
る
こ
ご
を
得
可
く
、
石
膏
（
鎧
器
8
『
o
h

第
四
麟
伽
　
　
　
．
一
二
一
　
く
占
な
血
一
）

喜



♂

　
　
　
　
策
三
奮
婁
雑
纂
　
考
古
學
の
栞

℃
母
剛
。
。
）
は
斯
溢
者
の
研
究
室
に
於
い
・
て
須
要
敏
く
可
か
ら

ざ
る
材
料
な
ゲ
。
、
其
の
迅
雷
に
凝
固
し
て
加
工
に
便
な
る

　
こ
ε
は
濁
り
此
の
も
の
、
專
有
す
る
所
に
し
て
、
模
型
の

製
作
ご
器
物
の
修
灘
ご
に
於
い
て
之
に
勝
れ
る
材
料
あ
る

を
知
ら
す
。

　
　
　
　
　
二
、
調
謹
艶
紅
の
方
法
（
二
）

　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ

　
　
三
四
、
圓
遺
骨
眞
は
其
の
技
術
の
未
熟
な
る
蕩
合
は
、

勿
論
、
光
線
の
戚
入
種
板
雅
械
の
破
損
等
に
よ
り
複
製
の

完
全
を
保
磁
し
得
ざ
る
こ
ご
あ
る
の
み
な
ら
す
、
劉
底
爲

眞
に
て
は
現
は
し
難
き
遺
跡
の
断
面
側
面
等
あ
ゲ
ゆ
此
れ
．

等
は
三
門
の
法
に
よ
り
て
記
録
す
る
外
あ
る
可
か
ら
す
。

．
さ
れ
ば
考
古
三
者
は
美
術
的
三
三
の
能
手
π
ら
ざ
る
も
．
、

常
に
三
物
の
寓
生
ご
製
圖
こ
の
練
習
を
怠
る
可
か
ら
す
。
．

而
か
も
圏
嫁
し
手
事
ず
る
こ
ご
は
｝
面
廃
物
観
察
の
正
確

を
訓
練
す
る
に
資
す
る
こ
ご
大
な
る
も
の
あ
り
。
叉
だ
圖

、
爲
の
方
法
は
從
來
爲
生
的
の
も
の
多
か
り
し
も
、
こ
は
寧

ろ
方
眼
紙
上
両
脚
器
を
使
用
し
て
製
鋼
鮒
に
描
く
の
簡
易

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
ご
二
　
　
（
山
ハ
五
二
）

に
し
て
且
つ
精
確
な
る
に
若
か
す
。
・
・

　
圃
窺
の
場
合
に
注
意
す
可
き
は
、
同
一
極
類
の
癒
物
は
常
に
同
一
の
比

　
例
尺
に
よ
擁
イ
、
高
目
す
ご
ぐ
」
・
「
∵
し
て
，
、
　
べ
ト
サ
ー
数
授
は
n
十
…
器
は
山
ハ
分
の

　
麟
、
二
二
の
小
器
は
二
分
の
一
に
渇
す
を
便
ミ
ぜ
ら
れ
れ
り
、
而
か
も

　
共
の
楚
数
は
常
に
三
三
菰
る
も
の
を
用
ゐ
，
麺
箔
の
如
き
比
鯛
は
絶
…
灘

　
に
之
を
旧
く
可
し
。
叉
表
同
一
壌
…
析
に
て
嚢
見
せ
ら
れ
象
活
小
跳
嵐
物
に

　
之
を
置
戸
に
て
園
圃
を
紙
上
に
劃
む
、
必
要
な
る
細
部
を
記
入
す
ろ
を

　
利
便
建
す
。
之
を
緊
2
0
慧
萬
ぎ
婦
馬
o
q
ピ
云
ふ
。
叉
六
土
器
の
断

　
面
復
原
蔓
質
を
之
を
別
置
こ
し
て
現
に
さ
す
、
同
一
野
中
に
加
へ
置
く

　
を
以
て
便
宜
多
し
ミ
蹴
す
。
（
第
一
圖
馨
照
）

・
霧
尊
報

蝉撮

r
第

一

　
　
　
を
　
ゆ

三
五
、
測
圃
　
遺
跡
の
羅
衝
を
撃
沈
す
る
に
は
其
方
法



精
粗
種
々
あ
り
Q
吾
人
が
野
外
の
作
業
に
於
い
て
行
ふ
に

最
も
適
當
な
る
は
・
季
面
板
（
寄
9
円
董
。
）
及
び
簡
易

測
野
板
へ
処
（
簿
。
壁
上
ま
霧
山
）
を
用
み
る
の
法
こ
な
す
。

簡
易
測
圖
に
於
い
て
は
僅

に
一
面
の
叢
板
ズ
u
磁
石
尺

度
を
以
て
足
れ
り
こ
し
、

距
離
の
測
定
は
麺
常
歩
測

を
以
て
す
る
も
、
吾
人
は

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ニ
ブ

．
之
に
代
ゆ
る
に
憲
尺
其
他

の
尺
度
を
用
ゆ
可
き
な

り
。
高
さ
の
測
定
は
眼
の

高
さ
を
以
て
水
準
差
を
知

b
之
を
定
め
、
又
π
「
ハ
・

　
ン
ド
、
ン
ベ
川
」
等
の
器

械
を
使
用
す
る
も
，
可
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ン
　
　
　
　
　
　
　
エ
レ

を
省
略
ず
る
に
若
か
す
Q
八
面
の
種
類
は
否
面
圖
の
外
立

べ
ー
シ
ヨ
y
セ
ク
シ
ョ
ン

面
圃
臨
…
面
二
等
各
々
必
要
あ
み
嘆
く
圃
面
は
現
蕩
に
於
ヤ

て
方
眼
紙
上
に
一
先
づ
完
成
し
書
く
に
非
す
ん
ば
、
莫
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
正
確
ご
完
成
ご
を
期
し
難

」
メ
道
　
3
0
蜘

一一t’t’ff－p’

乗

華
＃・

歪
：
i
蛋63

@
砥
夕

《

　　ミ伽乙・；kL

　　　3Y．

i
7
1
〈
（

soCiS

　2S

20

t9

籠

s

／

乙
　　　ヒ
ぞρ埠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≦
“

り
。
大
凡
測
圖
は
遣
跡
の
種
類
に
よ
り
必
要
な
る
二
黒
の

測
定
を
遣
却
す
る
こ
ご
無
く
、
無
用
の
諸
黙
は
努
め
て
之

　
　
　
簸
三
三
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
　
栞

。
£

ぎ
に
至
ら
ん
。

建
築
物
の
慧
感
官
墳
等
の
全

形
を
賢
測
す
る
に
は
二
箇
或

は
そ
、
れ
以
上
の
基
線
を
設
け

　
そ
れ
よ
り
所
要
測
定
物
の
輪

廓
に
蓬
る
距
離
を
差
尺
等
に

　
て
測
り
二
面
圃
を
佑
る
を
便

　
ミ
す
。
上
圏
に
京
都
太
秦
村

天
塚
古
墳
を
此
の
方
法
に
よ

り
て
實
測
こ
六
る
も
の
に
係

　
る
。

　
　
　
ゆ
　
ゆ

三
山
ハ
、
記
録
　
　
」
叉
字
に

よ
る
記
録
は
爲
眞
堅
陣
等
に
よ
り
て
爲
す
能
は
ざ
る
時
聞

的
維
過
を
は
じ
め
、
観
察
調
査
の
際
に
於
け
る
判
断
見
解

　
　
　
　
　
　
　
第
四
輔
姻
　
　
　
一
一
ご
二
　
（
六
五
三
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
　
古
　
學
　
の
　
栞

等
を
記
す
も
の
早
し
て
調
査
の
當
悪
馬
も
明
瞭
に
印
象
せ

ら
れ
だ
る
こ
ご
も
、
「
臨
過
ぎ
て
は
不
正
確
こ
な
り
或
は
忘

却
せ
ら
る
、
を
以
て
、
決
し
て
自
己
の
記
臆
を
侍
む
こ
ご

な
く
、
重
字
を
以
て
記
録
し
澱
く
こ
ご
を
要
す
○
記
録
の

範
璽
方
法
等
は
調
査
の
盤
跡
遺
物
等
に
よ
り
て
固
よ
り
一

定
せ
す
O
而
か
も
徒
に
詳
密
な
る
を
貴
し
ご
せ
す
、
簡
明

に
し
て
要
事
を
得
る
を
圭
眠
こ
な
す
G
如
何
な
る
事
蟹
が

記
録
す
可
き
も
の
な
る
か
等
の
判
断
は
即
ち
學
者
の
頭
胎

に
よ
り
て
自
か
ら
差
異
を
生
す
る
所
な
る
可
し
〇

　
三
七
、
要
之
、
調
査
の
方
法
及
性
質
の
如
何
は
考
古
學

者
ご
弄
古
家
こ
の
囲
別
を
生
す
る
所
以
に
し
て
、
吾
人
は

一
切
の
駒
牽
酌
方
法
を
以
て
可
及
的
に
精
確
な
る
調
査
を

行
ひ
、
其
の
記
録
を
製
せ
ざ
る
可
か
ら
す
Q
以
上
述
べ
起

る
調
査
の
方
法
の
如
き
は
最
も
一
般
的
の
も
の
を
述
べ
篭

る
に
過
ぎ
す
、
而
か
も
之
が
癒
用
は
机
上
の
塞
論
に
書
す

し
て
、
實
地
の
下
髪
に
よ
り
て
漸
く
習
熟
す
る
を
得
べ
き

の
み
。
又
泥
遺
物
の
性
質
に
よ
り
て
は
顯
微
鏡
の
使
用
、

　
　
　
　
　
　
第
一
四
號
　
　
　
一
二
㎜
悶
　
（
六
五
四
）

比
重
の
測
定
其
他
の
物
理
學
的
方
法
を
以
て
す
る
の
要
あ

る
可
一
、
齋
℃
』
定
性
定
量
の
勢
析
等
化
學
的
方
法
を
使
用

す
る
こ
ざ
亦
紀
必
要
な
る
可
し
。
新
し
き
考
古
學
は
畢
覚

古
き
材
料
を
如
何
に
新
し
き
方
法
を
以
て
取
扱
ふ
か
に
存

し
、
必
し
も
珍
奇
な
る
材
料
を
探
求
す
る
の
一
途
に
出
で

ざ
る
な
り
。
殊
に
立
華
的
方
法
の
慮
用
ほ
近
き
將
來
に
於

て
考
古
學
研
究
調
査
上
に
一
新
時
期
を
劃
す
る
に
至
る
可

き
を
豫
想
せ
し
む
。

　
　
　
　
罠
、
燈
跡
の
蟻
掘
へ
一
）

　
三
入
、
近
世
考
古
學
が
星
羅
的
立
脚
地
を
固
く
す
る
に

至
れ
る
源
因
州
に
し
て
足
ら
ざ
る
も
、
從
來
偶
然
の
螢
見

（
N
煽
鍵
寓
σ
Q
o
藁
訴
山
0
9
〈
二
欝
σ
q
）
に
任
じ
溺
れ
る
材
料
を
豫
じ

め
斯
學
の
員
的
を
以
て
一
定
の
計
垂
の
下
に
螢
掘
（
一
、
竺
で

く
〇
一
δ
》
器
σ
q
鑓
σ
§
σ
q
）
す
る
に
至
れ
る
も
の
多
き
に
居
る
。

乃
ち
「
鍬
の
考
古
學
」
（
》
事
書
。
巳
・
，
α
q
向
。
α
o
笛
ω
娼
暮
2
ψ
）
な
る

語
は
近
世
考
古
學
の
別
名
な
り
ご
謂
ふ
も
不
可
な
き
な
り

斯
く
て
従
來
登
見
地
の
不
明
共
存
遣
物
及
存
在
歌
態
に
關



す
る
智
識
の
不
備
は
漸
く
充
足
せ
ら
れ
、
考
古
學
は
濁
立
　
　
四
〇
・
”
好
　
次
に
螢
掘
に
使
役
す
る
人
夫
は
登
掘
の

の
立
脚
地
を
得
て
、
其
の
古
代
文
明
の
研
究
上
に
於
け
る
，
事
業
ご
尤
も
重
大
な
る
愛
冠
を
有
す
○
日
本
内
地
の
登
掘

職
分
は
愈
々
重
要
親
せ
ら
れ
ん
こ
し
つ
、
あ
り
。
　
　
　
　
に
於
い
て
は
、
人
夫
の
範
園
常
に
制
限
せ
ら
れ
て
、
選
鐸

　
　
　
　
み
　
ゆ
　
ゆ

　
三
九
、
登
掘
者
　
考
古
學
的
登
掘
に
於
い
て
最
も
肝
要
　
の
自
由
少
な
し
ご
錐
も
、
支
那
朝
鮮
挨
及
等
の
登
掘
の
如

な
る
準
備
は
登
掘
者
自
身
の
人
物
ご
修
養
こ
な
り
。
其
の
　
き
に
於
い
て
は
其
の
選
定
に
意
を
用
ゐ
型
可
き
蕩
合
多
き

秘
術
的
良
心
に
富
み
、
輩
・
に
珍
貴
な
る
物
品
を
獲
る
念
に
　
を
見
る
σ
而
か
も
人
夫
は
螢
掘
に
経
止
め
る
も
の
よ
り
も

騙
ら
る
、
こ
ご
無
く
、
・
考
古
學
に
關
す
る
各
種
の
智
識
経
　
農
民
の
中
よ
り
之
セ
求
む
る
を
以
て
可
ご
し
、
老
年
者
よ

瞼
を
有
す
可
き
は
言
ふ
迄
も
な
く
、
事
業
に
産
す
る
組
織
　
b
も
年
少
者
を
選
む
可
べ
、
少
年
少
女
の
用
み
る
醜
き
仕

経
螢
の
才
に
も
長
ず
る
こ
ご
を
要
す
。
殊
に
交
通
不
便
な
　
事
亦
沈
沙
な
か
ら
す
。
而
か
も
事
業
の
性
質
に
よ
ゆ
日
雇

る
地
黙
に
於
い
て
登
掘
を
行
ふ
蕩
合
に
在
り
て
は
、
宿
舎
　
法
貨
は
仕
事
請
負
法
の
直
れ
か
に
よ
る
酷
し
。
即
ち
精
密

衛
生
蓮
搬
其
他
に
就
き
て
周
到
細
密
な
赴
用
意
を
怠
る
可
　
な
る
調
査
を
必
要
ご
す
る
培
合
に
は
前
者
鷲
よ
り
、
粗
大

か
ら
す
。
要
す
る
薫
謝
絶
の
指
揮
者
は
一
面
學
煮
だ
る
こ
　
な
る
螢
掘
を
縦
続
す
る
時
に
は
寧
ろ
後
者
を
纒
濟
的
こ
な

同
時
に
、
他
面
技
師
π
る
の
資
格
を
期
待
せ
ら
る
。
二
者
す
又
陀
貴
重
な
る
物
品
を
機
見
せ
る
も
の
に
は
、
相
當
の

技
師
π
る
ご
共
に
事
業
家
詑
る
の
性
質
を
具
備
せ
ざ
る
可
　
酒
銭
を
給
す
る
こ
ε
は
、
彼
等
の
置
綿
法
こ
な
り
、
且
つ

か
ら
す
。
常
に
使
役
す
る
人
夫
ε
共
に
聴
講
に
於
い
て
土
　
登
見
物
の
隠
匿
を
防
ぐ
に
効
あ
る
漏
し
。

砂
素
掘
其
他
素
的
の
事
忌
携
ぼ
る
畳
馨
る
に
輩
璽
・
管
腔
罫
は
蓮
塵
土
勢
を
減
す
る
爲
め

ん
ば
到
底
其
功
を
麗
し
難
か
る
輸
し
ρ
“
　
　
　
　
　
　
に
、
成
る
旧
く
登
奇
言
附
近
に
於
い
て
購
入
若
し
く
は
借
市

　
　
　
鐵
が
一
二
餐
　
　
　
轍
織
　
纂
　
　
　
考
　
　
t
古
　
　
學
　
　
の
．
　
栞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
加
H
號
　
　
　
一
二
五
　
　
（
山
開
五
五
）



第
三
餐
　
　
雑
　
纂
　
　
考
　
古
　
學
　
の
　
栞

入
る
、
を
便
ε
す
る
も
、
地
方
の
鼎
…
況
に
よ
り
て
は
豫
め

充
分
な
る
用
意
を
要
す
る
こ
己
多
し
。
但
し
土
砂
螢
掘
に

使
用
す
る
普
通
の
鍬
鶴
騰
シ
ヨ
ペ
ル
の
類
は
人
夫
を
し
て

自
家
の
も
の
を
持
ち
來
ら
し
む
る
を
原
則
こ
す
虚
し
。
其

他
普
逓
古
墳
等
の
小
憩
掘
に
要
す
る
器
具
概
ね
左
の
如
し

　
　
　
ゆ
　
お
　
ゆ

　
　
ろ
螢
掘
用
　
大
形
ナ
イ
フ
、
鎌
、
竹
箆
、
佐
官
用
コ

　
　
　
ヲ
の
類
、
鯖
各
種
其
他
大
工
道
具
一
式

　
　
　
む
　
お
　
き

　
　
す
整
理
用
　
刷
毛
大
小
各
腫
、
メ
ラ
フ
イ
ン
蝋
、
石

　
　
　
萄
等

　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ

　
　
ハ
實
測
用
方
眼
紙
、
測
圖
板
、
磁
石
、
ク
リ
ノ
メ

　
　
　
ー
タ
ー
ー
、
巷
ロ
八
各
謙
幌
、
折
尺
、
ハ
ン
ド
・
レ
ベ
ル
埜
寸

　
　
　
ゆ
　
を
　
ぽ

　
　
二
荷
造
用
　
新
聞
紙
其
他
包
紙
、
籠
、
紐
等

　
　
く
　
　
　
ゆ
　
　
　
き
　
み
　
の
　
み
　
　
り

　
四
二
、
登
意
地
黙
の
選
定
　
登
掘
に
際
し
て
成
形
あ
る

古
墳
等
の
外
、
其
の
登
志
す
可
き
逡
跡
の
地
霊
を
選
定
若

し
く
は
登
落
す
る
こ
芝
最
も
群
議
に
し
て
且
つ
困
難
な
る

を
見
る
◎
抑
々
遺
跡
地
覚
る
徴
讃
（
H
・
邑
。
蝕
・
己
は
遣
瀬
．

其
者
の
露
識
せ
る
傷
合
或
は
口
碑
記
録
に
慶
れ
る
携
合
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
鐵
が
四
號
　
　
　
一
二
六
　
（
山
ハ
五
六
）

を
除
き
、
多
く
は
土
器
破
片
の
卓
布
を
以
て
普
通
の
徽
謹
り

ε
な
す
○
叉
π
地
下
に
礎
壁
も
し
く
は
堅
穴
の
如
き
も
の

あ
る
傷
合
に
は
、
其
の
表
面
の
地
上
に
雨
水
の
乾
燥
霜
雪

の
溶
解
植
物
の
繁
茂
、
地
踏
の
響
蔭
参
に
他
ご
異
な
る
も

の
め
る
こ
ご
屡
々
な
b
o
登
癖
者
は
宜
し
く
此
等
細
微
の

徴
讃
に
注
意
を
沸
ひ
、
重
利
な
る
槻
察
を
怠
る
可
か
ら
す

　
　
　
　
ド
の
　
ゆ
り
ゆ
　
ゆ
　
ぼ

　
四
三
、
登
壇
の
開
始
　
登
掘
の
地
織
を
決
定
し
回
る
時

は
着
手
以
前
に
先
づ
其
の
地
黙
の
精
確
な
る
位
概
を
地
圖

上
に
記
入
し
、
其
の
表
面
の
現
上
を
寓
話
測
量
記
録
す
る

を
要
す
る
蘇
れ
將
に
墾
門
破
壊
せ
ん
こ
す
る
遺
跡
に
回
す
・

る
登
掘
者
の
第
一
の
義
務
な
う
。
次
に
愈
々
鍬
を
下
す
に

際
し
て
は
一
定
の
方
針
計
書
に
置
き
、
細
心
丁
寧
に
螢
掘

し
、
假
令
遺
物
の
謬
見
豫
期
の
如
か
ら
す
ご
錐
も
、
妄
り

に
野
駈
或
は
計
書
を
評
す
る
こ
ご
あ
る
可
か
ら
す
遣
物

の
識
見
無
き
時
は
其
の
無
き
を
謹
す
る
も
亦
元
學
沢
上
の

債
値
あ
り
ご
信
ず
眠
し
Q
其
の
総
掘
の
周
到
精
細
は
他
人

の
將
來
阿
一
地
黙
に
潤
る
も
何
等
の
意
見
を
期
し
難
き
程



度
に
至
ら
し
む
る
を
理
想
ご
す
可
し
。
而
か
も
一
定
の
方

針
計
書
ご
は
初
め
よ
り
遺
跡
の
歌
態
等
に
論
議
を
繁
く
す

る
の
謂
に
非
す
。
此
黙
に
於
い
て
は
登
贋
者
は
寧
ろ
虚
心

に
し
て
何
等
先
入
の
見
な
き
を
要
す
。

　
　
　
　
圏
、
遣
踵
の
畿
掘
（
二
）

　
　
　
　
お
　
ぼ
　
ゆ
　
す
　
お

　
四
四
、
登
掘
の
方
法
　
一
の
遺
跡
を
磯
臥
す
る
に
方
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ツ
ト
ロ

て
諸
方
に
無
秩
序
に
試
掘
的
竪
穴
を
穿
つ
こ
ε
は
軍
に
多

く
の
遣
物
を
短
時
聞
に
獲
る
の
方
法
ご
し
て
或
は
可
な
ら

ん
も
、
遺
物
を
破
損
し
、
他
の
事
物
ご
の
關
係
を
不
朋
な

．
ら
し
む
る
を
以
て
非
學
術
的
の
識
を
免
れ
す
Q
伊
太
利
ポ

．
ム
ペ
イ
の
如
き
は
從
來
二
種
の
方
法
に
よ
り
て
墨
跡
の
破

壊
せ
ら
れ
π
る
も
の
多
か
り
き
。
さ
れ
ば
若
し
地
下
に
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
ソ
チ

物
の
存
否
不
朋
な
る
蕩
合
ご
雄
も
、
並
行
せ
る
横
溝
を
設

け
て
之
を
試
み
る
可
き
な
り
ゆ
從
摩
市
街
等
の
慰
跡
を
嚢

饗
す
る
に
全
地
積
を
掘
蓋
し
て
、
士
砂
を
周
團
に
積
上
ぐ

る
を
常
ご
せ
し
が
、
こ
は
建
築
物
の
層
々
相
累
り
て
存
在

す
る
…
場
合
等
に
は
必
要
な
る
も
、
軍
純
な
る
窯
跡
に
卜
い

　
　
　
第
三
巻
　
離
纂
　
考
古
學
の
栞

て
は
寧
ろ
「
順
掘
り
し
（
場
量
曽
σ
q
q
く
巽
）
の
法
を
以
て
す
る

を
密
蔵
的
な
う
こ
す
。

　
蛯
渋
は
一
眠
域
を
著
干
の
瞳
劉
に
分
ち
、
先
づ
第
一
涯
の
溝
を
掘
嚇
、

　
土
砂
を
他
側
に
早
馬
し
、
臣
子
の
調
査
を
完
了
し
六
る
後
、
第
二
賊
を

　
掘
場
返
・
し
て
．
其
の
土
砂
を
以
て
第
一
匿
の
穴
を
埋
む
。
次
で
第
三
優
の

　
土
砂
を
以
て
第
二
臨
を
埋
め
、
斯
の
如
く
に
・
し
て
全
騒
に
及
ぶ
可
し
。

　
此
法
に
土
砂
の
堆
積
を
小
な
ら
し
め
、
別
に
埋
毒
す
る
の
勢
を
省
く
、

　
叉
た
家
罎
の
潰
舐
の
如
き
に
一
一
粒
々
々
を
期
の
如
（
き
方
法
に
よ
η
て
駿

　
検
す
可
し
。
但
し
調
査
を
再
訂
し
、
或
に
淡
跡
の
駅
態
を
後
人
に
示
す

　
可
き
も
の
に
は
三
隅
を
汎
用
す
ろ
こ
凪
能
は
マ
。

　
　
　
　
ゆ
　
ぽ
　
き
　
ゑ
　
お

　
四
五
、
土
砂
の
庭
潰
　
登
掘
の
士
砂
を
如
何
な
る
方
法

に
よ
り
、
何
庭
に
捨
つ
轟
き
か
は
登
掘
の
作
策
に
於
い
て

最
も
重
要
な
る
問
題
な
う
。
さ
れ
ば
言
意
よ
り
將
に
登
掘

せ
ら
る
可
き
士
砂
の
量
積
を
計
書
し
て
、
適
麗
な
る
捨
場

を
選
定
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。
鯨
軌
に
遠
き
蕩
所
に
運
搬
す

る
は
勢
力
の
徒
費
な
る
も
、
近
き
に
過
ぐ
る
時
は
作
業
の

．
妨
害
を
結
し
、
又
π
登
掘
の
蓬
行
に
從
っ
て
更
に
之
を
他

仁
移
す
の
二
重
の
手
間
を
生
す
る
こ
嘘
屡
々
な
り
σ
故
に

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
ピ
ニ
七
　
　
ハ
山
ハ
五
七
）
　
　
　
婁



　
　
　
第
三
魯
　
雑
纂

考
古
學
の
栞

寧
ろ
少
七
く
遽
き
に
過
ぐ
る
若
か
す
〇
一
の
大
な
る
竪
穴

を
穿
つ
に
襲
う
て
は
、
初
め
よ
り
全
雑
面
或
は
そ
れ
以
上

を
表
面
よ
り
順
次
掘
り
下
ぐ
導
く
、
小
さ
き
穴
を
深
く
穿

つ
時
は
周
圃
の
土
砂
常
情
穴
中
に
落
下
し
て
、
二
重
の
勢

力
を
繰
返
す
の
外
な
き
に
至
る
。

　
土
砂
蓮
搬
に
一
ご
町
以
上
の
距
難
に
於
い
て
に
酸
鼻
軌
遡
を
敷
設
し
て

　
土
蓮
車
を
使
用
す
る
に
若
か
す
。
穴
中
の
深
所
よ
り
地
上
に
移
す
に
ば

　
入
夫
を
し
て
一
々
櫓
ぎ
上
げ
し
む
る
こ
ミ
な
～
，
彼
等
を
羽
状
に
立
れ

　
し
め
、
土
砂
を
入
れ
六
る
寵
を
順
序
手
渡
し
す
る
こ
ミ
石
刀
積
込
の
郊

　
ζ
銀
さ
し
む
る
こ
ミ
最
も
僚
利
な
り
。
叉
象
総
に
綱
を
附
し
雨
側
よ
り

　
各
一
人
を
し
て
虚
心
引
上
げ
し
℃
る
も
可
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
わ
　
み
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ

　
四
六
、
最
後
の
武
器
　
以
上
は
登
戸
の
作
業
に
關
す
る

一
般
的
の
注
意
を
夕
べ
だ
る
に
止
り
、
遺
跡
の
妖
態
土
地

の
状
況
に
よ
り
鷺
機
鷹
墾
の
方
法
を
講
ず
可
き
や
言
ふ
を
．

侯
謝
す
ゆ
而
か
も
あ
ら
ゆ
る
文
明
の
利
器
を
用
ゐ
、
時
聞

ご
勢
力
の
維
濟
を
企
圖
す
可
き
は
勿
論
な
り
ご
雄
も
、
愈

々
遣
物
の
出
現
す
る
に
及
び
て
砿
質
入
の
用
み
る
辛
き
最

後
の
武
器
は
實
に
指
瑞
（
欝
お
巽
①
且
）
に
他
な
ち
す
、

　
　
　
　
　
　
　
麟
が
四
鞭
伽
　
　
　
一
二
八
　
　
（
山
回
五
八
）
　
　
　
∋

此
際
に
於
ヤ
て
は
妄
り
に
勢
・
刀
を
望
み
、
侍
側
の
繧
漕
等

を
謀
る
可
き
に
非
す
、
細
、
心
忍
耐
し
て
遺
物
を
完
全
に
地

上
に
取
出
す
の
工
夫
を
な
し
、
殊
に
土
器
の
如
き
鳳
灘
氣

を
帯
び
て
脆
弱
ご
繋
れ
る
を
以
て
、
暫
く
外
氣
に
観
し
堅

く
な
れ
る
後
ち
、
底
部
よ
り
徐
に
掘
起
す
導
く
、
土
砂
に

混
ぜ
る
小
き
珠
玉
類
は
其
部
分
の
土
砂
を
簾
に
か
け
或
は

水
飴
ひ
ご
な
す
を
要
す
。

　
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
　
　
ぼ
　
　
　
ゆ

　
四
七
、
登
掘
者
切
態
度
　
鳳
遣
物
の
登
掘
に
性
急
な
ち

す
常
に
勢
力
ご
時
間
に
除
力
を
存
し
て
事
業
ご
確
實
ご
丁

寧
を
期
す
る
に
在
り
。
君
家
邦
人
の
性
急
な
る
や
一
長
一

短
あ
り
ご
錐
も
一
時
に
多
数
の
人
夫
を
使
役
し
て
一
三
呵

成
に
事
業
の
完
成
を
望
む
の
風
多
き
は
、
之
を
隊
洲
の
考

古
愚
者
が
少
数
の
人
夫
を
用
み
て
数
年
に
亘
る
長
時
間
を

悠
々
事
に
從
ふ
の
類
ご
頗
る
其
趣
を
残
に
す
。
多
歎
の
入

夫
を
役
し
て
功
を
忙
ぐ
は
、
往
々
登
掘
の
周
到
を
敏
き
、

入
夫
は
常
に
事
業
に
熟
練
す
る
の
機
會
な
く
、
其
の
功
果

に
於
い
て
少
数
の
人
夫
を
長
時
日
使
用
す
み
も
の
こ
麗
な
，



る
悪
澄
を
生
す
。
吾
人
は
英
人
の
所
謂
ω
一
。
脅
げ
客
曽
？

麟
身
な
る
態
度
を
考
古
學
的
腰
掘
に
於
い
て
も
大
に
之
を

學
ぶ
の
必
要
あ
る
を
…
覚
ゆ
。

　
　
　
　
轟
、
登
掘
の
後
事

　
　
　
　
ゆ
　
の
　
ゆ
　
ゆ
　
を
　
み

　
四
八
、
登
長
後
の
漢
書
　
登
掘
の
作
業
縫
績
中
吾
人
は

随
時
必
要
な
る
爲
眞
測
圖
記
録
を
伶
成
す
可
き
は
言
ふ
を

倹
π
す
。
其
の
登
掘
終
了
後
は
更
に
其
の
遺
漏
な
き
や
を

確
め
て
、
徐
に
土
砂
を
以
て
之
を
埋
蒼
し
原
歌
に
復
す
る

を
以
て
振
則
ε
な
す
。
若
し
遺
跡
穿
掘
の
猷
態
を
其
儘
保

存
す
る
の
要
あ
る
夢
合
は
、
近
傍
に
散
乱
せ
る
難
物
を
懲
備

考
し
、
土
砂
の
崩
壊
を
防
ぎ
，
標
木
柵
将
等
を
設
く
る
の

設
備
を
講
ず
可
き
な
り
。
蘇
に
建
築
物
の
遣
跡
の
如
き
は

・
或
る
程
度
の
修
…
挫
を
行
ふ
こ
ご
を
要
す
。
例
へ
ば
羅
馬
パ

ラ
チ
ノ
丘
の
磯
掘
の
如
き
は
、
螢
掘
は
同
時
鷲
修
理
ご
復

薔
ご
を
意
味
せ
る
も
の
な
り
し
を
見
る
ρ
乱
掘
者
は
往
々

登
掘
の
接
手
ε
共
に
後
始
末
を
顧
み
す
し
て
、
其
地
点
を

・
去
る
も
の
あ
り
○
是
れ
遺
跡
に
翻
す
る
吾
人
の
溢
徳
的
義

　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
纂
　
　
考
古
墨
の
　
栞

務
を
二
言
ム
も
の
こ
謂
ふ
毒
し
β
吾
人
は
嘗
め
復
沓
後
始

末
に
要
す
る
時
日
ご
費
用
ご
を
蕾
め
其
の
豫
定
申
に
加
へ

概
き
、
之
を
以
て
三
三
事
業
の
一
部
ご
見
碧
し
置
く
こ
蓬

最
も
肝
要
な
b
ゆ
・
　
　
．
．
　
　
－
　
　
・
．

　
　
　
　
お
　
を
　
ま
　
を
　
ゆ

　
四
九
、
螢
掘
の
遣
物
　
は
之
を
如
何
に
庭
遣
す
明
き
か

其
の
全
部
を
携
へ
繁
り
て
調
査
す
る
を
原
則
こ
す
る
も
、

若
し
搬
出
す
る
の
必
要
な
き
も
の
あ
ら
ば
、
之
を
遺
跡
の

近
傍
起
埋
め
浅
き
、
將
來
何
等
か
の
必
要
あ
る
際
に
登
見

し
易
き
機
用
意
す
可
く
、
決
し
て
地
上
に
散
乱
せ
し
む
可

か
ら
す
○
嫌
に
人
骨
の
如
き
は
之
に
心
し
て
相
當
の
敬
意

を
彿
ひ
、
断
片
な
り
ε
錐
も
適
當
な
る
慮
置
を
怠
る
可
か

ら
す
◎
叉
π
磯
見
遺
物
は
其
地
点
番
號
を
物
品
上
に
記
入

　
　
　
　
ラ
ベ
ル

し
、
或
る
標
附
を
附
し
、
注
意
し
て
之
を
根
農
地
に
持
ち

凝
り
、
更
に
適
斜
な
る
荷
造
を
施
し
、
大
學
博
物
舘
其
の

他
の
務
所
に
運
搬
す
辛
し
。

　
慧
吻
に
は
成
る
豪
く
瀟
母
地
鮎
を
墨
滑
も
し
く
は
漆
被
F
て
腰
上
仁
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
λ
す
可
し
。
庸
標
に
融
解
腕
落
し
て
混
蹴
を
汗
す
の
恐
れ
あ
れ
ば
な
り

　
　
　
　
　
　
　
第
四
凱
　
　
一
二
九
，
（
九
五
九
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
盛
太
閣
の
書
験
に
つ
き
て

　
叉
れ
破
繊
ぜ
る
物
品
に
謬
る
程
度
豪
で
現
揚
に
て
之
を
修
補
し
流
く
を

　
要
す
。
．

　
　
　
　
ま
　
　

　
五
〇
、
荷
造
　
は
逡
物
の
種
類
ご
運
邊
の
方
法
距
離
等

に
よ
h
へ
て
多
少
の
相
論
あ
り
ご
錐
も
、
莫
の
要
領
こ
す
る

所
は
物
品
の
保
謹
す
旨
き
急
庭
を
注
意
し
、
．
荷
物
を
運
搬

す
る
も
の
及
之
を
開
く
も
の
は
、
箱
の
内
容
を
知
ら
ざ
る

も
の
こ
し
て
荷
逡
を
施
す
可
く
、
而
か
も
之
を
開
～
価
傷
合

は
可
及
的
に
荷
造
を
な
せ
る
も
の
セ
以
て
行
は
し
む
る
に

在
り
。
容
篇
は
ゼ
ー
〃
箱
茶
籍
等
有
合
せ
の
も
の
を
用
み

る
傷
合
に
於
い
て
も
之
に
加
工
を
施
し
、
破
壌
を
防
ぐ
可

く
、
つ
め
物
は
藁
鉋
滑
新
聞
紙
≦
。
。
辛
≦
。
○
一
等
を
豊
富

　
　
　
　
　
　
　
鐵
叩
M
四
號
　
　
　
一
一
二
〇
　
　
（
山
ハ
山
ハ
O
）

、
に
使
用
し
、
之
を
働
約
す
可
か
ら
す
。
土
器
親
臨
に
細
心
の

注
意
を
要
し
、
或
は
水
張
ε
居
し
、
別
々
の
小
箱
に
牧
ぬ
、

然
る
後
大
箱
に
牧
む
可
ぐ
、
決
し
て
石
煉
等
等
の
重
量
品

ご
同
居
せ
し
む
可
か
ら
す
9
其
他
器
品
に
懸
じ
て
適
當
な

る
庭
鴛
を
施
す
可
く
、
荷
造
の
如
き
は
細
事
こ
し
て
之
を

他
人
に
任
じ
去
る
は
南
天
者
の
最
も
戒
心
す
可
き
所
な
り

　
　
以
上
獲
掘
及
調
査
に
回
す
る
各
項
は
余
輩
自
均
の
経
験
の
外
、
圭
ε
し

　
　
て
ペ
ト
ヲ
ー
先
生
の
指
導
及
共
碧
書
（
団
浮
缶
の
畠
舅
。
俘
甘
》
ソ
営
慈
。
（
静

　
　
脅
〉
覧
の
写
≧
3
p
8
ざ
σ
q
団
）
に
擦
る
庭
多
し
。
詳
翻
ほ
岡
磐
に
就
き
て

　
　
見
る
可
し
。
此
瑠
完
了
）

豊
太
閤
の
書
状
に
つ
き
て

　
豊
太
閤
の
朝
鮮
役
は
當
時
導
入
型
申
し
て
居
π
殺
で
、

其
大
属
的
の
愛
念
に
あ
っ
π
こ
ご
は
周
知
の
．
事
實
で
あ

る
。
文
緑
元
年
四
月
に
、
小
西
部
長
等
の
第
一
軍
が
釜
山

交
學
博
士
三
浦
周
行

に
上
陸
t
て
か
身
我
讐
到
る
こ
こ
ろ
霰
樺
を
桀
倣

し
、
蓄
誠
の
陥
落
か
ぢ
二
重
裏
晶
間
に
、
マ

も
漢
城
を
抜
き
、
術
ほ
も
北
進
し
て
、
加
藤
清
正
め
｛
軍

9


